






























phaseboundaryが低温側 にくい込む という興味あるふるまいが見出 され,これにつ
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修士論文アブストラクト
いて関心が持たれて来た｡
ところが最近 Fisher等によってスケール
理論がこの様な臨界現象に適用され,以下
に述べる2つの重要な結論が得られた｡
(1)磁場を正確に容易軸方向にかけると,
Fig.3の様に2本の2次転移のラインは
tangentialに交わり,1次転移のラインに
続 く｡
(2)臨界指数が(Tb,Hb),T2上 T〝上
で異なる値を持ち,cross-Overeffbctが観
測される｡
今回の実験においては,MnC12･4日20
の磁場中比熱を測定し臨界指数α,相図の
形,等を求めて,これらの結論を実験的に
検証する事が主要な目的である｡
｡装置の開発
Fig.3.
この目的を達成するために,測定装置は以下の仕様を必要とする｡
(1)約 2万 gaussまで一様な磁場をかけられる事｡
(2)容易軸の方向を正確に決定できる事｡
(3)0.6K-2Kの測定温度範囲｡
これらの仕様を満たすために,試料の断熱回転機構 を有する超伝導マグネット用3He
クライオスタットを開発 した｡
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